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都市部高齢者による世代間交流型ヘルスプロモーションプログラム

“REPRINTS”の 1年間の歩みと短期的効果
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目的 高齢者の高次生活機能である社会的役割と知的能動性を継続的に必要とする知的ボランテ

ィア活動―子供への絵本の読み聞かせ―による介入研究“REPRINTS”を開始した。その

1 年間にわたる取り組みから得られた知見と課題を整理し，高齢者による社会活動の有効性

と活動継続に向けた方策を明らかにする。

方法 “REPRINTS”プログラムの基本コンセプトは高齢者による「社会貢献」，「生涯学習」，

「グループ活動」である。対象地域は都心部（東京都中央区），住宅地（川崎市多摩区），地

方小都市（滋賀県長浜市）を選び，2004年 6 月一般公募による60歳以上ボランティア群67人
と対照群74人にベースライン健診を行った。3 か月間（週 1 回 2 時間）のボランティア養成

セミナーを修了後，6～10人単位のグループに分かれ地域の公立小学校，幼稚園，児童館へ

の定期的な訪問・交流活動（主な内容は絵本の読み聞かせ）を開始し，2005年 3 月に第二回

健康診査を行った。

結果 ベースライン健診において，孫のいない者の割合（41.8％ vs. 20.3％，P＝0.006），就学年

数（13.4±2.5 vs. 12.3±2.5年，P＝0.008），過去のボランティア経験あり（79.1％ vs.
52.7％, P＝0.001），通常歩行速度（86.7±12.3 vs. 81.3±12.9 m/分，P＝0.012）で，ボラン

ティア群は対照群に比べそれぞれ有意に高かったが，他の諸変数では両群に有意差はなかっ

た。第二回健診時点での活動継続者56人は社会的ネットワーク得点で，孫，近隣以外の子供

との交流頻度および近隣以外の友人・知人の数が対照群に比べて有意に増加した。社会的サ

ポート得点でボランティア群は対照群に比べて友人・近隣の人からの受領サポート得点は有

意に減少したが，提供サポート得点は有意に増加した。ボランティア群は対照群に比べて

「地域への愛着と誇り」，健康度自己評価，および握力において有意な改善または低下の抑制

がみられた。

結論 9 か月間の世代間交流を通した知的ボランティア活動により健常高齢者の主観的健康感や

社会的サポート・ネットワークが増進し，地域共生意識および体力の一部に効果がみられ

た。自治体との協働により，新たな地域高齢者のヘルスプロモーションプログラムを構築し

うることが示唆された。
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